
橋梁の長期マネジメントに係る官民連携事業の提案

PPP／PFI手法に関するシーズ提案書

②提案の概要

①提案によって解決する自治体の課題のイメージ

「人的資源不足」への支援

自治体技術者の負担軽減の提案

措置判断や全体計画策定の一部代行や支援により、橋梁マネジメント業務に係る自治体技術者の負担軽減を図ります。

情報共有、技術活用の支援

官民や業務間の情報共有の推進により地域全体での品質確保や技術活用を促進し、円滑で持続可能な維持管理サイクルを実現します。

様式１

自治体の課題に係る認識

人的資源不足…技術者不足、知見継承困難、受注企業が個々に新技術活用（導入、継続活用、結果の反映）に対応する人的負担

財源不足…補修・補強や更新の予算確保困難、今後増大化する維持管理コスト負担

的確な補修・補強判断…現況把握が困難で「わからないまま管理せざるを得ない橋梁」の想定外の劣化進展、設計変更や手戻り

最適な補修・補強計画…複数の情報を融合した計画策定が困難、変更や手戻りなどによる予算・全体計画との乖離

想定する自治体のイメージ

人口50万以下程度、面積約1000km2程度、多数の管理橋梁（数百～1000橋程度以上）程度の規模を有する自治体を想定

☑インフラの維持管理・修繕等に係る官民連携事業の導入検討
□官民連携グリーンチャレンジモデル

会社名 ： 三井住友建設株式会社
担当部署： 技術開発本部

担当者： 湯浅 香織
連絡先（電話番号）： 050-3137-1989（直通）

メールアドレス： k-yuasa@smcon.co.jp

「財源不足」への支援

最適化によるコスト削減（スキーム１）

補修・補強と全体計画の最適化により今後の維持管理費の増大を軽減し、
予算の平準化を図ります。当初計画からの毎年の削減分を折半し本提案
への支払いとします（分配方法は今後の調査事項）。

民間資金活用（PPP）の提案（スキーム２）

「補修・補強による経済効果」「CO2削減量の対価」を投資家へ還元する
ESG投資活用など、民間資金活用による持続可能な予算計画を提案します
（経済活動への効果、CO2排出量のシミュレーションは開発中）。

「技術活用による措置判断」「複合的な要素を考慮した全体計画の策定支援」を通じた、橋梁の長期マネジメントに係る官民連携事業の提案



PPP／PFI手法に関するシーズ提案書

③スキーム（技術）の導入により得られる効果

様式１

その他

☑インフラの維持管理・修繕等に係る官民連携事業の導入検討
□官民連携グリーンチャレンジモデル

②提案の概要

持続可能なマネジメント・メンテナンスサイクルの実現

品質確保による安全性・レジリエンスの確保

全体最適化、民間資金活用によるトータルコスト削減、予算平準化

複合要素を加味した計画による実行性強化、予算平準化

国際規格ISO 55001(アセットマネジメントシステム)の認証を取得

モニタリング技術は国交省「点検支援技術性能カタログ」に登録

「FBG光ファイバひずみセンサを用いた橋梁モニタリングシステム」

(支承部の機能障害、ほか）（BR030001－V0222）

（プレストレス喪失の可能性検知）（BR030011－V0222）

「適格な補修・補強判断」への支援

モニタリング技術の活用

定期的な監視や判断情報を要する橋梁（管理橋梁の5％程度を想定）について、適格な措置判断のためのモニタリングを実施します。
床版損傷検知システム（交通モニタリング情報によるRC床版余寿命予測技術（開発中））により、長期計画策定を支援します。

今後の調査事項

• モニタリングを適用する橋梁の条件設定

• スタートアップ期間の設定（契約後数年間。現状把握、モデル作成等の初期投資期間）

• コスト削減分の本提案への分配方法（スキーム１）

会社名 ： 三井住友建設株式会社
担当部署： 技術開発本部

担当者： 湯浅 香織
連絡先（電話番号）： 050-3137-1989（直通）

メールアドレス： k-yuasa@smcon.co.jp

導入・運営負担の少ない技術活用の提案

画像点検が適用可能な橋梁に対し一括して点検ドローン（開発中）による画像
取得を行うなど、導入・運営負担の少ない技術活用の提案により、適格な判断
を支援します。画像点検は点検コスト低減や工期短縮のほか、画像を用いた劣
化モニタリング、業務間の認識共有などその後の業務工程効率化にも有効です。

橋梁の長期マネジメントに係る官民連携事業の提案

「最適な補修・補強計画」への支援

複合的な計画策定の提案

個々の橋梁における「適格な補修・補強判断」、民間資金活用に加え、最小
コストで最大の地域経済効果を得られるよう、人口増減等の社会環境変化の
予測を考慮した更新や閉鎖、拡幅、新設など複合的な計画を提案します。
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☑インフラの維持管理・修繕等に係る官民連携事業の導入検討
□官民連携グリーンチャレンジモデル
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橋梁の長期マネジメントに係る官民連携事業の提案
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１.橋梁リアルタイムモニタリングシステム

Vibration- based anomaly detection method for structural health monitoring of in-service structures under ambient vibration

（環境振動下にある供用中の構造物ヘルスモニタリングのための振動による異常検知手法）

Hoang Trong Khuyen（三井住友建設株式会社）, 水谷司（東京大学）他,
『Vibration- based anomaly detection method for structural health monitoring of in-service structures under ambient vibration』, 2020

概要：本論文では、地震や台風などの危険な事象を特定することができ、
また環境振動(交通量、風、ホワイトノイズなどのランダムな加振に
よって誘発される振動）を利用して災害後の構造物の異常を検知するこ
とができる、振動を利用したモニタリングシステムについて述べる。
固有振動数、モードシェイプなどのモーダルパラメータの統計分布は、
異常の指標となる。モード特性の分布モデルが変化することは、構造物
の損傷や異常の可能性を示す。そこで、モーダル特性を効率的に同定し、
サブリアルタイムで異常を検出する独自のアルゴリズムを開発した。2
つの供用中の橋の長期モニタリングデータセットにより、建設中のアス
ファルト工事による非常に小さな周波数の変化を提案システムで検出で
きることが確認された。また、季節変動による固有振動数の変化をフィ
ルタリングすることで、非常に小さなモード特性の変化を検出できるこ
とが示された。提案システムは、橋梁やビルなどの構造物のほぼリアル
タイムでのモニタリングに適用できる可能性がある。
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☑インフラの維持管理・修繕等に係る官民連携事業の導入検討
□官民連携グリーンチャレンジモデル橋梁の長期マネジメントに係る官民連携事業の提案



１.橋梁リアルタイムモニタリングシステム

Enabling Digital Transformation in Bridge Structure Damage Level Assessment Based on Decline in Natural Frequency Using Ambient 
Vibration Records

（振動記録を用いた固有振動数の低下に基づく橋梁構造物の損傷度評価におけるデジタルトランスフォーメーションの実現に向けて）

Hoang Trong Khuyen（三井住友建設株式会社）, 水谷司（東京大学）他,
『Enabling Digital Transformation in Bridge Structure Damage Level Assessment Based on Decline in Natural Frequency 

Using Ambient Vibration Records』, 2023

概要：橋梁構造物の状態評価は，橋梁の運用や維持管理に関する意思決
定において重要である．構造物の固有振動数は、構造物の全体的な剛性
と重量に依存する。したがって、固有振動数の低下は、構造物の損傷状
態をグローバルに示す可能性がある。しかし、構造物の損傷状態を判断
するための固有振動数の閾値を設定する基準は、技術者にとってまだ疑
問が残るところである。本稿では、非線形インクリメンタルモーダル
プッシュオーバ解析を用いて、橋梁構造物の損傷状態を判定するための
周波数低下基準値を求める方法を提案した。提案手法により得られた周
波数低下基準閾値は、地震発生毎または所定の周期で自動的に損傷判定
を行い、レポートを作成するシステムで使用することができる。提案手
法の精度は、固有値解析と非線形動的応答解析によって検証された。さ
らに、本論文では、橋梁の損傷判定のための統合デジタル変換システム
を紹介した。このシステムは、ワイヤレス加速度計、クラウド統合、
エッジコンピューティングを含み、構造物の損傷や異常を検出した際に
警告や報告を行うための様々な損傷評価閾値をユーザーが設定すること
ができる。

※2023年6月公開予定（fib symposium 2023）
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☑インフラの維持管理・修繕等に係る官民連携事業の導入検討
□官民連携グリーンチャレンジモデル橋梁の長期マネジメントに係る官民連携事業の提案
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３.民間資金の活用

防災インフラ投資における成果連動型民間委託契約（PFS）に関する研究（論文）
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☑インフラの維持管理・修繕等に係る官民連携事業の導入検討
□官民連携グリーンチャレンジモデル橋梁の長期マネジメントに係る官民連携事業の提案



防災投資への民間資金活用のための防災SIBの社会実装についての提言書（一般社団法人レジリエンスジャパン推進協議会, 2022年）

３.民間資金の活用

「防災投資への民間資金活用のための防災SIBの社会実装についての提言書」 （2022年4月26日 内閣総理大臣へ提出）

PPP／PFI手法に関するシーズ提案書：参考資料

☑インフラの維持管理・修繕等に係る官民連携事業の導入検討
□官民連携グリーンチャレンジモデル橋梁の長期マネジメントに係る官民連携事業の提案


